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Abstract: This paper proposes a time-series visualization method of characters and positions in

novel text. The proposed method will support users when they restart reading books. Once the

already read part of a book is given, the proposed method extracts characters and positions every

sentence and visualize them in time-series. As the intermediate report, we conducted experiments

for a method of extraction of characters and positions. The averaged precision was from 0.88 to

0.98 and the averaged recall was from 0.79 to 0.97.

1 はじめに

インターネットの普及にともない，伝統的な紙の本
の代わりに電子書籍が流通するようになった．電子書
籍は 1つの端末に複数の書籍を入れて持ち歩くことが
可能である．複数の書籍を並行して読むこともしやす
くなった．
長い時間を読書に取れない人は，１つの書籍を複数
回に分けて読むこともある．複数の書籍を並行して読
んでいると，１つの書籍の読書を中断してから再開す
るまでに長い時間がかかることもある．長い時間があ
いてしまうと，読書を再開するときに読んだ内容を忘
れてしまうことがある．忘れたまま読み進めると，書
籍の内容を把握しにくくなり，読書を十分に楽しむこ
とができない．特に多くの人物が出てくるような物語
であると，どの人物が誰とどこに居たのかが分かりに
くくなる．既読部分の人物と場所の情報が可視化され，
読書再開前に眺めることができれば，読んだ内容を思
い出すことが容易になり，読書の支援ができると考え
られる．
そこで本研究では，書籍の中の物語を対象とし，物
語の既読部分から人物と場所情報を抽出し，時系列と
して可視化する手法を提案する．文から人物と場所を
表す情報を抽出するだけでなく，人物が存在する場所
を特定し，特定された情報を時系列として可視化する
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ことに挑戦する．本稿では中間報告として，物語のテ
キスト内の人物と場所情報の抽出に対する評価結果を
報告する．

2 関連研究

小説テキストを対象とした人物情報の抽出手法が提
案されている [1, 2]．文献 [1]では，人名辞書「8万人西
洋人名よみ方綴り方辞典」を利用し，辞書に載ってい
る人名を小説テキストから抽出する．「性別」，「年齢」，
「年代」，「職業」，「身体的特徴」，「性格」の六種類の人
物情報を抽出し，人物リストを作成し，英米文学の推
理小説を対象とし，人名の抽出を行う．本研究では人
物リストにない人物情報を抽出するために，辞書では
なく，物語のテキストを機械学習することにより抽出
を行う．
物語テキスト中の登場人物の関係を抽出する手法が
提案されている [3]．人物関係を表す表現の辞書を作成
し，表現に合致するパターンを構築し，パターンを用
いて抽出を行う．本研究では人物間の関係ではなく，人
物と場所の関係を扱う．誰がどこにいたのかの情報を
可視化することにより，物語の進行を思い出しやすく
する．
物語テキストから進行状況に応じて登場人物の存在
状態と関係を推定する手法が提案されている [4]．存在
状態を人物の生死に関わる「生存」，「死亡」，「死亡 候
補」の三種類とし，判定をする．本研究では登場した
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図 1: 提案手法の処理の流れ

人物の存在状態は扱わないが，既存研究と組み合わせ
ることで，より詳細な時系列の可視化が可能になると
考えられる．

3 提案手法

提案手法の概要を説明する．図 1に提案手法の処理
の流れを示す．入力は，物語のテキストである．ユー
ザの既読部分までを入力とする．入力された物語のテ
キストから，文ごとに人物と場所を表す文字列を抽出
する．各文において，人物と人物がいる場所を紐づけ
る．一文ごとに人物と場所の情報を可視化する．
本研究で理想とする可視化結果を図 2に示す．物語

「赤ずきんちゃん」の冒頭から 67文目までの，人物と
場所情報が正確に抽出された場合の可視化イメージ図
である．

3.1 人物と場所表現の抽出

物語のテキストから人物と場所を表す表現を抽出す
る．人物と場所は固有表現の一種である．提案手法で
は固有表現抽出器の一つである Conditional Random

Fields (CRF) [6]を用いる．CRFは条件付確率場のモ
デルであり，全体で最適な固有表現のためのタグ付け
を行う手法である．CRFを用いた固有表現抽出器の作
成手順を示す．

1. 物語のテキストを文ごとに分割する．

2. 各文に対して形態素解析を行い，単語と品詞情報
を得る．

3. CRFで学習を行うために，単語に対し固有表現
抽出のためのタグを付与する

4. CRFを用いて学習を行う．1つの単語に対し，自
分自身と前後 3つの単語，および品詞情報を学習
し，固有表現抽出器を得る．

表 1: 提案手法で用いる BIO2タグ．人物と場所表現用
のタグを用いる．

表現タグ 説明
B-CHAR 人物表現文字列の始まる
I-CHAR 人物表現文字列が続いている
B-POS 場所表現文字列の始まる
I-POS 場所表現文字列が続いている
O 人物と場所表現以外の文字

表 2: 使用した物語のテキスト
番号 タイトル
1 赤ずきんちゃん
2 浦島太郎
3 桃太郎
4 猿蟹合戦
5 良夜

得られた固有表現抽出器を用い，物語のテキストか
ら人物と場所表現を抽出する．物語のテキストは青空
文庫などで公開されている物語のテキストを利用する．
文末の句読点（．や．），発話終了の鍵括弧など記号があ
れば文末と判定し，物語テキストの文への分割を行う．
形態素解析器はMeCab，辞書は NEologdを用いる．
CRFでの学習のためのタグは BIO2形式 [5]を用い
る．BIO2では固有表現の先頭の形態素に Bタグを付
け，固有表現内の先頭以外の形態素に Iタグを付与す
る．固有表現以外にはOタグを付与する．本研究では
人物と場所表現をそれぞれ区別して抽出するため，表
1に示すタグを用いる．
CRFを用いて学習を行う際は，図 3に示すように，

i番目の形態素を中心として，前後３つの形態素をあわ
せた合計７つの形態素に対し，入力単語，品詞細分類，
表現タグを用いる．

4 人物と場所表現抽出の評価実験

人物と場所表現を抽出する部分について適合率と再
現率を用いて評価する実験を行なった．
本実験で用いた物語のテキストのタイトルを表 2に
示す．これらのタイトルのうち 1から 4は比較的日本
人に読まれることが多いものとして選択した．5のタ
イトルは，日本人には比較的知らない人が多いと思わ
れるが，比較のために青空文庫の著者名順の先頭のも
のを選択した．
BIO2のタグ付けは第一著者が行なった．タグづけさ
れたデータを物語テキストごとに学習し，適合率と再
現率を算出した．データは全て学習に用い，学習の際
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図 2: 物語「赤ずきんちゃん」の提案手法での可視化イメージ図．横軸に文の番号（緑色の長方形），縦軸に人物
（水色の長方形），人物の登退場状態（オレンジ色の長方形），内部に人物が居る場所（オレンジ色の長方形中の
黒字）を示す．

図 3: CRFで学習する際の学習情報の例

の適合率と再現率を算出した．適合率と再現率は B −
CHAR，I −CHAR，B − POS，I − POS ごとに算
出した．

4.1 実験結果と考察

算出された適合率と再現率を表 3に示す．適合率の
平均は 0.88から 0.98になった．再現率の平均は 0.79

から 0.97になった．
CHARタグ，POSタグのいずれにおいても，Bタグ
の方が Iタグよりも抽出における適合率と再現率が低
かった．Bタグは固有表現の冒頭の形態素に付与され
るが，今回の固有表現抽出では人物表現，場所表現の
冒頭の単語や品詞細分類が多様であったために，適合
率，再現率がともに低くなったと考えられる．失敗例
を表 4に示す．失敗した例を表 4に全て書いてもらえ
ますか．物語ごとに分けてこれに対し Iタグは Bタグ

が出現した場合に後続するものであり，条件が限定さ
れやすい．このため Iタグの適合率と再現率が Bタグ
よりも高くなったと考えられる．
実験に用いた物語のテキストのうち 1から 4は適合

率と再現率は高かったが，5のテキストは適合率と再
現率が低かった．1から 4のテキストは子供向けの物
語であった．5のテキストは「良夜」という日本の物語
で，対象とする読者の年齢層は低くない．「良夜」の登
場人物は「伯父」，「父」が多く，これらの抽出に失敗
することが多かった．人物名が具体的な名称（「赤ずき
んちゃん」「浦島太郎」「桃太郎」など）ではないこと
があり，人物名と認識がされにくかったと考えられる．

5 おわりに

本研究では，既読部分から人物と場所表現を抽出し
時系列で可視化することにより，読書を支援するため
の手法を提案した．本稿では手法の一部である，人物
と場所表現の抽出部分について評価実験を行い，適合
率と再現率により評価を行った．実験の結果，適合率
の平均は 0.88から 0.98になった．再現率の平均は 0.79

から 0.97になった．子供向けの物語の方が人物，場所
表現の抽出が容易であることがわかった．今後は人物
と場所の関係を推定すること，人物と場所の時系列可
視化を行うことが課題である．
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表 3: 人物と場所表現の抽出の適合率と再現率
B-CHAR I-CHAR B-POS I-POS

物語 適合率 再現率 適合率 再現率 適合率 再現率 適合率 再現率
1. 赤ずきんちゃん 0.94 0.90 1.00 0.96 1.00 0.90 0.99 0.97

2. 浦島太郎 0.97 0.98 0.94 0.91 0.98 0.79 0.96 0.97

3. 桃太郎 0.96 0.97 0.95 1.00 1.00 0.89 1.00 1.00

4. 猿蟹合戦 0.98 0.98 1.00 1.00 1.00 0.87 0.97 0.97

5. 良夜 0.55 0.22 1.00 0.68 0.78 0.51 0.78 0.94

平均 0.88 0.81 0.98 0.91 0.95 0.79 0.94 0.97

表 4: 本手法の抽出失敗の結果例（Bタグと Iタグそれぞれの失敗例を示し，形態素解析の結果は記号”｜”に分
けた．）

物語 人物・場所 人手で付けたタグ 手法で付けたタグ
1. 赤ずきんちゃん おばあさん B-CHAR O

おばあさん｜の｜着物 O｜O｜O B-CHAR｜O｜O

森｜じゅう｜かけまわっ B-POS｜I-POS｜O B-POS｜I-POS｜I-POS

2. 浦島太郎 浜｜べ B-POS｜I-POS O｜O

海 B-POS O

かめの子 B-CHAR O

3. 桃太郎 川 B-POS O

帰り O B-CHAR

陸 B-POS O

4. 猿蟹合戦 山道 B-POS O

かに B-CHAR O

山｜へ B-POS｜O B-POS｜I-POS

5. 良夜 父 B-CHAR O

　 新潟｜県｜下 B-POS｜I-POS｜O B-POS｜I-POS｜I-POS

　 伯父 B-CHAR O

　 猿 O B-CHAR

　 母 B-CHAR O

　 東京 B-POS O
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